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会
長
就
任
の
ご
挨
拶 

 
原 

 
道 

生  
 

こ
の
た
び
、
図
ら
ず
も
、
理
事
会
の
皆
様
方
よ
り

の
ご
推
挙
に
与
り
、
伝
統
あ
る
義
太
夫
協
会
の
会
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
と
恐
縮
か
つ
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
が
、
と
同
時
に
、
一
方
で
は
、
本
協

会
と
の
御
縁
も
ま
だ
浅
く
、
ま
た
、
歴
代
の
先
生
方

と
は
違
っ
て
、伝
統
芸
能
全
般
へ
の
理
解
も
乏
し
く
、

と
り
わ
け
、
邦
楽
界
の
諸
事
情
へ
の
知
識
な
ど
に
も

疎
い
私
の
よ
う
な
者
に
、
果
た
し
て
、
こ
の
重
責
が

担
い
切
れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
と
の
不
安
の
念
を
、
ど

う
し
て
も
拭
い
去
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

就
任
早
々
の
段
階
で
、
こ
の
よ
う
な
弱
音
を
吐
く

こ
と
は
、
我
な
が
ら
、
大
変
腑
甲
斐
な
い
こ
と
と
は

存
じ
ま
す
が
、
そ
れ
が
現
在
の
偽
ら
ざ
る
本
心
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
そ

う
し
た
事
情
を
お
汲
み
取
り
下
さ
り
、
よ
ろ
し
く
ご

支
援
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

私
が
本
協
会
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
の
は
、
平
成
二
十
年
、
前
々
会
長

の
景
山
正
隆
先
生
よ
り
、
義
太
夫
教
室
入
門
コ
ー
ス

の
一
科
目
を
受
け
持
つ
よ
う
に
と
の
お
話
を
頂
戴
し

た
こ
と
が
発
端
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
以

降
九
年
目
に
当
た
る
今
日
に
至
る
ま
で
、
毎
年
新
し

く
接
す
る
受
講
者
の
方
々
の
、
義
太
夫
節
と
い
う
語

り
物
芸
の
魅
力
に
惹
か
れ
、
そ
れ
と
意
欲
的
に
取
り

組
も
う
と
さ
れ
る
熱
心
な
姿
勢
に
励
ま
さ
れ
つ
つ
、

及
ば
ず
な
が
ら
、
そ
の
方
々
の
ご
希
望
に
な
ん
と
か

お
応
え
で
き
る
よ
う
に
と
努
め
て
参
っ
た
つ
も
り
で

お
り
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
ま
た
そ
の
こ
と
を
機
縁
と
し
て
、
そ
の

時
以
来
、
そ
れ
ま
で
は
ご
縁
の
薄
か
っ
た
正
会
員
の

方
々
の
演
奏
を
味
あ
わ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
多
く

な
り
ま
し
た
結
果
、
女
流
の
方
々
の
素
浄
瑠
璃
や
歌

舞
伎
の
竹
本
の
生
み
出
す
表
現
力
の
豊
か
さ
、
奥
深

さ
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
、
長
年
、
も
っ
ぱ
ら
文
楽

の
み
を
主
体
と
し
て
考
え
て
い
た
義
太
夫
節
を
、
も

っ
と
広
い
視
野
か
ら
捉
え
直
し
、
楽
し
む
こ
と
が
可

能
を
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
も
し
て
い
ま
す
。 

 

と
も
あ
れ
、
今
後
は
、
お
お
よ
そ
、
こ
う
し
た
素

人
な
り
の
さ
さ
や
か
な
個
人
的
体
験
に
依
拠
す
る
こ

と
に
よ
り
、
本
協
会
の
本
旨
で
あ
る
義
太
夫
節
の
保

存
育
成
、
継
承
普
及
な
ど
の
問
題
に
対
し
、
多
少
な

り
と
も
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
微
力
を
尽

く
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様

方
に
は
温
か
い
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て

お
願
い
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
私
が
右
の
ご
指
命
を
い
た
だ
き
ま
し

た
そ
の
翌
週
、
波
多
前
会
長
の
ご
逝
去
と
い
う
、
思

い
が
け
な
い
悲
報
に
接
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
何
か
と
ご

相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
の
穏
や
か
な
ご
口
調

か
ら
の
ご
指
導
を
賜
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
お
り
ま

し
た
と
こ
ろ
ゆ
え
、
ま
こ
と
に
心
細
く
、
残
念
に
思

わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
今
は
、
衷
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
る
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

は
ら 

み
ち
お 

昭
和
十
一
年
、
東
京
都
生

ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院

中
退
。
横
浜
市
立
大
学
助

教
授
を
経
て
、
明
治
大
学

文
学
部
教
授
。
退
職
後
、

同
大
学
名
誉
教
授
。
現
在
、

義
太
夫
協
会
会
長
、
義
太

夫
教
室
入
門
コ
ー
ス
「
義
太
夫
節
の
歴
史
」
担
当
、
清
栄

会
理
事
。
瑞
宝
中
綬
章
、
日
本
演
劇
学
会
河
竹
賞
、
角
川

源
義
賞
〔
文
学
研
究
部
門
〕
受
章
。
著
書
に
『
近
松
浄
瑠

璃
の
作
劇
法
』（
八
木
書
店
）、『
近
松
門
左
衛
門
（
新
潮
古

典
文
学
ア
ル
バ
ム
）』（
新
潮
社
）、『
古
典
に
見
る
日
本
人

の
生
と
死
』（
共
著
、
笠
間
書
院
）、『
近
松
浄
瑠
璃
集
（
新

日
本
古
典
文
学
大
系
）』（
共
著
、
岩
波
書
店
）
な
ど
。 
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通
常
総
会
開
催  

 

五
月
二
九
日
（
日
）、
平
成
二
八
年
度
通
常
総
会
が

東
劇
ビ
ル
五
階
、
松
竹
株
式
会
社
映
像
本
部
会
議
室

に
て
開
催
さ
れ
た
。 

 

平
成
二
七
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
が
い
ず
れ

も
承
認
さ
れ
た
。 

 

ま
た
平
成
二
八
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
に
関

す
る
報
告
が
行
わ
れ
た
。
新
た
な
試
み
と
し
て
、
研

修
事
業
の
現
状
（
二
ペ
ー
ジ
三
段
目
参
照
）
等
が
発

表
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。 

 

今
年
は
役
員
改
選
の
年
に
当
た
る
の
で
、
木
村
亨

選
挙
管
理
委
員
長
の
も
と
、
選
挙
が
行
わ
れ
た
。 

 

新
た
な
役
員
は
左
記
の
通
り（
役
職
別
五
十
音
順
）。 

 

代
表
理
事 

（
会
長
） 

原 

道
生 

理
事 

 
 

上
田 

悦
子
（
竹
本
駒
之
助
） 

 
 
 
 
 

小
島 

美
恵
子
（
竹
本
土
佐
恵
） 

 
 
 
 
 

立
花 

繭
子
（
鶴
澤
津
賀
寿
） 

 
 
 
 
 

西
野 

宗
祐
（
竹
本
弥
乃
太
夫
） 

 
 
 
 
 

矢
島 

照
代
（
竹
本
綾
之
助
） 

 
 
 
 
 

柳
瀬 

信
吾
（
竹
本
葵
太
夫
） 

監
事 
 
 

児
玉 

信 
 
 
 
 
 

矢
内 

賢
二 

女
流
義
太
夫
四
月
公
演  

お
話

義
太
夫
の
愉
し
み

  
  

四
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た
女
流
義
太
夫
演
奏
会

四
月
公
演
（
於
・
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル
）
は
、
義
太
夫

協
会
相
談
役
で
あ
る
竹
内
道
敬
氏
の
お
話
「
義
太
夫

の
愉
し
み
」
で
始
ま
る
公
演
と
な
り
ま
し
た
。 

 

四
月
公
演
は
、「
そ
の
一
」
と
し
て
、
義
太
夫
節
の

創
始
期
で
あ
る
竹
本
義
太
夫
や
近
松
門
左
衛
門
の
時

期
を
テ
ー
マ
と
す
る
お
話
に
続
き
、『
曽
根
崎
心
中
』

「
天
神
森
の
段
」と
、『
嫗
山
姥（
こ
も
ち
や
ま
ん
ば
）』

「
廓
噺
の
段
」
の
演
奏
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。 

 

次
回
は
「
義
太
夫
の
愉
し
み 

特
別
編
」
と
し
て

十
二
月
公
演
に
竹
内
道
敬
氏
に
よ
る
忠
臣
蔵
を
題
材

と
す
る
お
話
が
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
様
々
な
企

画
を
考
え
、
よ
り
魅
力
的
な
演
奏
会
に
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
是
非
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ

さ
い
。 

  

鶴
澤
弥
々
と
鶴
澤
翔
也 

新
人
奨
励
賞
を
受
賞  

  

女
流
の
鶴
澤
弥
々
と
竹
本
（
歌
舞
伎
義
太
夫
）
の

鶴
澤
翔
也
が
、
本
年
度
の
当
会
新
人
奨
励
賞
を
受
賞

し
、
三
月
二
十
日
の
お
江
戸
日
本
橋
亭
公
演
に
て
表

彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。  

 

続
く
演
奏
会
で
は
、
受
賞
記
念
と
し
て
弥
々
が
、

妹
背
山
の
道
行
で
三
味
線
の
シ
ン
を
、
先
輩
諸
師
の

胸
を
借
り
て
勤
め
ま
し
た
。
義
太
夫
教
室
を
経
て
竹

本
弥
乃
太
夫
の
門
下
と
な
り
、
初
舞
台
を
踏
ん
で
九

年
。
最
初
は
楽
器
と
し
て
太
棹
三
味
線
に
興
味
を
持

ち
、
次
第
に
義
太
夫
そ
の
も
の
の
魅
力
に
引
き
込
ま

れ
て
、
プ
ロ
を
目
指
す
様
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

翔
也
は
、
群
馬

出
身
。
実
家
が
地

芝
居
に
携
わ
っ
て

お
り
、
将
来
手
伝

う
つ
も
り
で
大
学

進
学
で
上
京
し
た

折
に
、
三
味
線
を

習
い
始
め
た
の
で

す
が
・
・
・
。
転

機
は
、
初
め
て
生

で
観
た
歌
舞
伎
座

の
舞
台
。
余
り
の
華
や
か
さ
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ

に
衝
撃
が
走
り
、「
す
ご
い
！
こ
こ
で
弾
け
る
様
に
な

り
た
い
。」
と
竹
本
入
り
を
決
意
し
た
そ
う
で
す
。
帰

り
を
待
っ
て
い
た
ご
家
族
も
、
八
年
経
っ
た
今
で
は
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地
元
か
ら
熱
い
声
援
を
送
っ
て
下
さ
る
と
の
事
。 

「
一
つ
、
一
つ
の
舞
台
を
大
切
に
勤
め
た
い
」
と
い

う
弥
々
と
、「
基
礎
を
し
っ
か
り
固
め
る
事
を
心
掛
け

た
い
」
と
い
う
翔
也
―
誠
実
に
、
そ
し
て
真
摯
に
芸

に
向
き
合
う
二
人
の
応
援
を
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く

お
ね
が
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
竹
本
佳
之
助
） 

義
太
夫
教
室 

六
八
期
か
ら
六
九
期
へ  

 

義
太
夫
教
室
第
六
八
期
は
実
践
コ
ー
ス
の
後
期
課

程
を
終
え
、
三
月
十
二
日
（
土
）
深
川
江
戸
資
料
館

小
劇
場
に
て
卒
業
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

語
り
の
演
目
は
「
新
版
歌
祭
文 

野
崎
村
の
段
」

（
竹
本
朝
輝
指
導
）
と
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵 

裏
門

の
段
」（
竹
本
越
孝
指
導
）。
三
味
線
は
「
メ
リ
ヤ
ス

組
曲
」（
鶴
澤
津
賀
寿
指
導
）。
各
回
、
違
う
衣
裳
を

身
に
つ
け
て
の
舞
台
に
、
参
加
者
の
テ
ン
シ
ョ
ン
は

上
が
り
っ
ぱ
な
し
、
演
奏
後
も
和
気
藹
々
、
写
真
撮

影
に
興
じ
る
微
笑
ま
し
い
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
先
輩
が
た
の
演
奏
が
花
を
添
え
、
会
場
の

あ
ち
こ
ち
で
卒
業
生
た
ち
が
旧
交
を
温
め
て
い
る
様

子
で
し
た
。 

 

発
表
会
の
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
十
七
日
（
木
）
に
は

め
で
た
く
修
了
式
。そ
の
後
も
お
稽
古
を
続
け
る
方
、

度
々
演
奏
会
で
お
顔
を
拝
見
す
る
方
と
様
々
で
す
。

皆
さ
ま
末
長
く
義
太
夫
と
お
付
き
合
い
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。 

 

四
月
二
三
日
（
土
）
の
一
日
体
験
教
室
（
講
師
は

越
若
・
三
寿
々
）
を
経
て
五
月
二
六
日
（
木
）
に
は

第
六
九
期
入
門
コ
ー
ス
が
開
講
し
ま
し
た
。
実
技
講

師
は
語
り
が
土
佐
子
・
越
若
、
三
味
線
（
入
門
コ
ー

ス
で
は
手
ほ
ど
き
一
回
の
み
）
が
三
寿
々
。
入
門
コ

ー
ス
は
講
義
と
実
技
の
二
本
立
て
な
の
で
、
毎
回

様
々
な
視
点
か
ら
義
太
夫
に
つ
い
て
の
知
識
が
得
ら

れ
ま
す
。
一
時
間
目
の
講
義
で
は
熱
心
に
メ
モ
を
取

り
、
二
時
間
目
の
実
技
で
は
思
い
切
り
声
を
出
し
、

と
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
内
容
を
受
講
者
一
同
楽
し
ま
れ

て
い
る
様
子
。
教
室
は
八
月
の
一
日
体
験
教
室
を
挟

み
、
九
月
か
ら
の
実
践
コ
ー
ス
へ
と
続
き
ま
す
。
編

入
も
可
能
で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
義
太

夫
協
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

 
 

 

  

い
よ
い
よ
始
動

  

新
人
養
成
特
別
研
修
制
度  

義
太
夫
協
会
研
修
部  

 

昨
年
度
（
平
成
二
七
年
度
）
よ
り
、
義
太
夫
協
会

の
新
た
な
事
業
と
し
て
取
り
組
み
始
め
た
プ
ロ
の
義

太
夫
演
奏
者
を
育
て
る
た
め
の
「
新
人
養
成
特
別
研

修
」
は
、
約
一
年
を
か
け
て
制
度
の
詳
細
、
研
修
内

容
を
検
討
し
、
要
項
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
併
せ
て

広
く
告
知
す
る
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
完
成
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
「
邦
楽
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
四
月

号
の
義
太
夫
特
集
で
、
こ
の
新
人
養
成
特
別
研
修
の

ス
タ
ー
ト
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
特
別
研
修
で
は
、
原
則
二
年
間
、
諸
経
費

以
外
の
研
修
費
用
を
い
た
だ
か
ず
、
全
く
邦
楽
経
験

の
な
い
方
、
他
流
の
邦
楽
や
舞
台
活
動
の
経
験
を
持

つ
方
の
ど
ち
ら
に
も
対
応
す
る
方
針
で
、
邦
楽
ジ
ャ

ー
ナ
ル
を
お
読
み
に
な
っ
た
箏
の
経
験
者
か
ら
、
早

速
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
五
月
下
旬
に
面
接
を
行
い

ま
し
た
。
応
募
者
第
一
号
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
は

六
ヶ
月
間
、
語
り
と
三
味
線
の
お
稽
古
を
は
じ
め
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

将
来
長
き
に
わ
た
り
、
プ
ロ
と
し
て
活
動
で
き
る

人
材
を
養
成
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
で
す
。

も
ち
ろ
ん
受
講
生
に
は
プ
ロ
に
な
る
た
め
に
厳
し
い

日
々
を
覚
悟
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
受

け
入
れ
る
義
太
夫
協
会
研
修
部
、
研
修
を
担
当
す
る

講
師
も
し
っ
か
り
と
適
性
を
判
断
し
て
、
有
意
義
な

研
修
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。 

 

正
会
員
の
皆
様
に
は
講
師
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ

く
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
共
に
、
賛
助
会

員
、
こ
の
会
報
を
お
読
み
の
皆
様
に
も
、
是
非
こ
の

制
度
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
広
く
人
材
募
集
に
ご
協

力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

義太夫教室 OBの演奏 
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Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
竹
本
駒
之
助
公
演  

第
五
弾
が
芸
術
祭
大
賞
受
賞  

  

昨
年
十
月
三
一
日
、
十
一
月
一
日
両
日
に
行
わ
れ

た
Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
竹
本
駒
之
助
公
演
第
五
弾
「
鎌
倉
三
代

記
」
八
ツ
目
切
「
三
浦
別
の
段
」
の
演
奏
が
、
平
成

二
七
年
度
（
第
七
十
回
）
文
化
庁
芸
術
祭
賞
の
音
楽

部
門
で
大
賞
を
受
賞
し
た
。 

 

受
賞
理
由
と
し
て
は
、
左
記
の
事
柄
が
挙
げ
ら
れ

た
。 

「
竹
本
駒
之
助
の
公
演
は
、三
浦
之
助
の
帰
郷
か
ら
、

時
姫
の
ク
ド
キ
、高
綱
物
語
ま
で
の「
三
浦
別
の
段
」

を
一
人
で
語
り
き
る
と
い
う
、
義
太
夫
史
上
、
半
世

紀
ぶ
り
に
近
い
大
き
な
挑
戦
で
あ
っ
た
。
多
彩
な
声

の
表
現
力
と
明
瞭
な
発
音
に
よ
っ
て
、
三
浦
之
助
の

母
と
時
姫
の
心
情
，
計
略
に
長
け
た
高
綱
の
人
物
像

を
鮮
や
か
に
語
り
描
き
，
鶴
澤
津
賀
寿
の
三
味
線
と

相
ま
っ
て
、
聴
衆
の
心
を
物
語
の
世
界
に
力
強
く
引

き
込
ん
だ
。
素
浄
瑠
璃
の
魅
力
を
圧
倒
的
な
芸
の
力

で
披
露
し
た
。」 

＊
＊
＊ 

 

今
後
の
Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
神
奈
川
芸
術
劇
場
公
演
は
、
早

く
も
第
七
弾
。九
月
二
二
日（
木
・
祝
）、二
三
日（
金
）

の
両
日
と
も
に
十
五
時
か
ら
。
演
目
は
「
摂
州
合
邦

辻
」
下
の
巻
ノ
切
「
合
邦
内
の
段
」
で
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
大
ス
タ
ジ
オ
に
て
開
催
さ
れ
る
。 

 

チ
ケ
ッ
ト
は
現
在
好
評
発
売
中
。
お
問
い
合
わ
せ

は
、
チ
ケ
ッ
ト
か
な
が
わ
〇
五
七
〇
̶
〇
一
五
̶
四

一
五
（
十
時
〜
十
八
時
）
ま
で
。 

津
賀
寿
の
会

  を
開
催
し
て  

  

鶴 

澤 

津
賀
寿 

 

去
る
五
月
二
七
日
、
三
越
劇
場
で
、
は
じ
め
て
の

自
分
の
会
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ

ま
で
、
一
週
間
前
に
札
止
め
と
な
り
、
た
く
さ
ん
の

お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
け
た
こ
と
、
感
謝
の
念
に

た
え
ま
せ
ん
。 

 

初
舞
台
か
ら
三

十
年
の
記
念
の
会

に
す
る
つ
も
り
は

な
か
っ
た
の
で
す

が
、
準
備
の
都
合

上
、
た
ま
た
ま
そ

の
時
期
に
な
り
、

三
十
周
年
の
お
祝

い
の
お
言
葉
を
た

く
さ
ん
か
け
て
い

た
だ
け
た
の
も
、

思
い
が
け
な
い
喜

び
で
し
た
。 

 

あ
る
方
の
会
に
客
演
し
た
時
に
、
こ
う
い
う
会
の

や
り
方
は
素
敵
だ
な
、
と
思
い
、
今
回
は
そ
の
形
を

取
り
入
れ
た
の
で
、
制
作
、
ス
タ
ッ
フ
と
も
外
部
の

方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
内
輪
の
方
々
も
率
先
し

て
協
力
し
て
下
さ
り
、
一
人
で
は
な
に
も
で
き
な
い
、 

と
実
感
し
ま
し
た
。 

 

番
組
は
、
花
組
芝
居
と
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
師
匠

駒
之
助
と
の
義
太
夫
で
、「
源
平
布
引
滝
」。
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
は
全
く
の

新
し
い
試
み
な
の

で
賛
否
両
論
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、

発
展
の
可
能
性
を

感
じ
ま
し
た
し
、

師
匠
は
八
十
歳
と

は
思
え
な
い
元
気

さ
で
、
皆
様
、
師

匠
の
愛
情
を
感
じ

た
、と･･･

あ
り
が

た
い
、
幸
せ
な
一

日
で
し
た
。 

（
撮
影
・
山
之
上
雅
信
）   

  
 

 

義
太
夫
協
会
会
長  

原
道
生
氏
が
瑞
宝
中
綬
章
受
章  

  

平
成
二
八
年
四
月
二
九
日
付
け
を
も
っ
て
春
の
叙

勲
が
発
令
さ
れ
、
当
義
太
夫
協
会
会
長
、
原
道
生
氏

が
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。功
労
概
要
は
、

教
育
研
究
功
労
。 

  

す
み
だ
ト
リ
フ

ニ

ホ

ル  

義
太
夫
節
関
連
公
演  

  
   

一
月
三
十
日
、
す
み
だ
ト
リ
フ
ォ
ニ
ー
小
ホ
ー
ル

で
「
の
う
、
じ
ょ
ぎ
、
ろ
う
！
」
が
、
そ
し
て
三
月
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二
七
日
に
は
す
み
だ
ト
リ
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
「
オ

ペ
ラ
×文
楽
様
式
《
カ
ル
メ
ン
》」
が
上
演
さ
れ
た
。 

 
前
者
は
能
、
女
流
義
太
夫
、
浪
曲
と
い
う
、
日
本

の
個
性
的
な
三
種
の
「
音
楽
つ
き
語
り
芸
」
に
焦
点

を
当
て
た
ト
リ
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
主
催
公
演
で
、
義

太
夫
は
竹
本
越
孝
、
鶴
澤
寛
也
に
よ
る
『
碁
太
平
記

白
石
噺
』新
吉
原
揚
屋
の
段
が
演
奏
さ
れ
た
。ま
た
、

後
者
は
演
奏
会
形
式
に
よ
る
オ
ペ
ラ
《
カ
ル
メ
ン
》

公
演
で
、
小
学
校
四
年
生
か
ら
高
校
三
年
生
ま
で
の

ト
リ
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
創
立
十
周
年
記
念
公
演
。
音
楽
部
分
は
通
常
の

管
弦
楽
に
よ
る
オ
ペ
ラ
、
台
詞
部
分
は
義
太
夫
、
ソ

リ
ス
ト
の
所
作
に
は
人
形
振
り
を
取
り
入
れ
る
、
と

い
う
オ
ペ
ラ
・
コ
ミ
ッ
ク
な
ら
で
は
の
演
出
に
よ
る

公
演
。
指
揮
・
音
楽
監
督
で
あ
る
松
尾
葉
子
氏
の
発

想
に
よ
る
こ
の
演
出
は
二
〇
〇
三
年
以
来
、
様
々
な

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
よ
っ
て
上
演

さ
れ
て
お
り
、

浄
瑠
璃
は
竹
本

駒
之
助
、
三
味

線
お
よ
び
義
太

夫
の
詞
章
作
成

と
節
付
け
は
鶴

澤
三
寿
々
が
担

当
し
た
。
演
奏

会
評
は
「
音
楽

の
友
」（
音
楽
之

友
社
）
五
月
号

に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。 

 

松
尾
葉
子
氏
よ
り
、
公
演
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
戴
い

た
。「
義
太
夫
と
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

の
オ
ペ
ラ
《
カ
ル
メ
ン
》
は
、
素
晴
ら
し
い
公
演
に

な
り
ま
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
セ
リ
フ
の
入
っ
た
オ

ペ
ラ
で
し
た
の
で
、
義
太
夫
の
語
り
は
大
変
マ
ッ
チ

し
た
も
の
に
な
り
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
演
奏
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
公
演
を
成
功
に

導
い
て
く
だ
さ
っ
た
義
太
夫
の
お
二
人
に
感
謝
の
気

持
ち
で
一
杯
で
す
。」 

 

ホ
ー
ル
に
よ
る
と
、
主
催
公
演
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
中
心
な
た
め
、
義
太
夫
が
初
め
て
と
い
う
声
が
多

く
、「
の
う
、
じ
ょ
ぎ
、
ろ
う
！
」
は
来
年
三
月
一
日

に
第
二
回
開
催
を
予
定
。
ま
た
《
カ
ル
メ
ン
》
で
は

練
習
中
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
オ
ケ
の
メ
ン
バ
ー
で
義
太
夫

の
真
似
が
流
行
る
な
ど
、
ト
リ
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

の
公
演
を
き
っ
か
け
に
義
太
夫
と
出
会
っ
た
人
の
輪

は
確
実
に
広
が
っ
て
い
る
。 

 

（
写
真
・
三
浦
興
一
） 

  
阿
波
路
会 

竹
本
友
和
嘉
（
徳
島
） 

 

鶴
澤
友
路
御
師
匠
の
ご
近
況
は
、
御
歳
満
百
二
歳

を
迎
え
ら
れ
、
今
も
毎
日
、
私
達
弟
子
に
お
稽
古
を

つ
け
て
下
さ
り
、
大
変
お
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま

す
。
友
路
師
一
門
の
私
達
に
と
っ
て
何
よ
り
も
有
り

難
く
、
い
つ
ま
で
も
お
健
や
か
に
い
ら
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

  

平
成
二
六
年
に
姉
弟
子
の
鶴
澤
友
勇
さ
ん
と
素
浄

瑠
璃
の
会
『
阿
波
路
会
』
を
結
成
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
阿
波
と
淡
路
は
お
隣
の
県
、
昔
か
ら
特
に
浄
瑠

璃
は
深
い
繋
が

り
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
二
人
の

出
身
地
、
阿

波
・
淡
路
を
繋

ぐ
名
前
に
し
よ

う
と
『
阿
波
路

会
』
と
名
付
け

ま
し
た
。 

  

昨
年
初
秋
、

そ
の
阿
波
路
会

に
「
邦
楽
版
・

新
釈
姥
捨
山
」

の
お
仕
事
の
依

頼
が
入
り
ま
し
た
。
現
代
語
の
文
章
か
ら
な
る
約
八

十
分
の
作
品
。
出
来
る
だ
け
分
り
や
す
く
、
義
太
夫

の
良
さ
を
入
れ
、
朗
読
調
義
太
夫
節
的
な
部
分
も
入

れ
て
製
作
し
て
欲
し
い
と
の
難
題
で
す
。
悩
み
に
悩

ん
だ
末
、
お
受
け
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
友
勇
さ

ん
が
作
ら
れ
た
曲
を
語
り
作
っ
て
い
く
と
い
う
試
行

錯
誤
の
作
業
の
日
々
。
時
間
が
過
ぎ
て
ゆ
く
中
で
、

時
に
は
ス
マ
ホ
で
音
の
や
り
と
り
も
、
す
べ
て
が
初

め
て
の
経
験
で
し
た
。 

 

そ
し
て
今
年
一
月
本
公
演
、邦
楽
チ
ー
ム
の
胡
弓
、

太
鼓
、
笛
の
方
々
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
と
義
太
夫
と

の
正
し
く
邦
楽
コ
ラ
ボ
。
そ
こ
に
、
木
偶
舎
・
淡
路

人
形
座
の
皆
さ
ん
の
ご
熱
演
で
無
事
終
演
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
公
演
を
通
し
て
、
邦
楽
の
魅
力

や
義
太
夫
の
奥
深
さ
を
改
め
て
勉
強
す
る
機
会
を
頂

け
た
事
に
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。 



(2016.7.15)            義太夫協会会報 第 103号 

- 6 - 

創
作
浄
瑠
璃
を
子
ど
も
達
に  

野 

澤 

松 

也  
  

私
が
創
作
浄
瑠
璃
の
活
動
を
初
め
て
、
も
う
十
三

年
目
に
な
り
ま
し
た
。
二
〇
〇
四
年
の
九
月
、
月
見

の
会
を
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
回
り
を
竹
藪
で

囲
ま
れ
た
料
理
屋
で
お
食
事
付
の
浄
瑠
璃
の
会
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
二
丁
二
枚
で
猩
々
の
演
奏
を
し

ま
し
た
。
そ
の
時
お
話
の
中
で
、
後
の
月
の
話
を
し

た
と
こ
ろ
、
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
二
、
三
日
し
た
時

に
お
客
様
か
ら
、
後
の
月
の
会
は
な
さ
ら
な
い
の
で

す
か
？
と
電

話
が
有
り
ま

し
た
。
予
定

は
し
て
な
か

っ
た
の
で
す

が
、
十
月
に

後
の
月
の
会

を
す
る
事
に

な
り
、
今
回

は
一
人
で
弾

き
語
り
を
し

ま
し
た
。 

 

月
に
因
ん

だ
団
子
売
、

胡
弓
で
ム
ー

ン
ナ
イ
ト
セ

レ
ナ
ー
デ
、

そ
れ
か
ら
御

客
様
に
俳
句
を
書
い
て
頂
き
、
即
興
で
そ
れ
を
浄
瑠

璃
に
す
る
と
言
う
、
大
胆
不
敵
な
事
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
時
に
創
作
浄
瑠
璃
を
作
っ
た
ら
面
白

い
か
も
？
と
思
い
つ
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
初
め
に

作
っ
た
の
が
、
笠
地
蔵
で
し
た
、
曲
調
も
本
調
子
、

二
上
が
り
、
六
下
が
り
、
と
曲
調
に
動
き
を
付
け
て

面
白
く
し
ま
し
た
。
一
ヶ
月
余
り
で
作
曲
し
十
二
月

三
一
日
に
神
楽
坂
の
料
亭
を
お
借
り
し
て
、
演
奏
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
な
ん
と
こ
の
日
は
夜
か
ら
大
雪

に
な
り
、
本
当
に
お
地
蔵
さ
ま
の
足
音
が
聞
こ
え
て

き
そ
う
な
し
つ
ら
え
に
な
り
ま
し
た
。 

 

思
わ
ぬ
天
か
ら
の
白
い
贈
り
物
の
演
出
も
あ
り
、

皆
さ
ん
に
と
て
も
喜
ん
で
頂
き
手
応
え
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
活
動
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。 
 

そ
し
て
私
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
背
負
っ
て
行

く
子
ど
も
達
に
も
是
非
日
本
の
伝
統
文
化
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
て
行
き
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
年
が

明
け
て
、「
泣
い
た
赤
鬼
」
の
創
作
に
取
り
か
か
り
ま

し
た
が
、
浜
田
広
介
さ
ん
の
作
品
な
の
で
著
作
権
が

あ
り
、
直
ぐ
に
発
表
出
来
ま
せ
ん
。
著
作
権
を
お
持

ち
に
な
っ
て
い
る
、
広
介
さ
ん
の
娘
さ
ん
・
浜
田
留

美
さ
ん
を
訪
ね
、
演
奏
を
聞
い
て
頂
き
、
発
表
を
承

諾
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
夏
に
は
、
山
形
県
高
畠

市
に
あ
る
浜
田
広
介
記
念
館
で
初
演
奏
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
子
ど
も
達
が
八
十
人
、
大
人
が
二
十
人
く

ら
い
、
百
人
以
上
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

驚
い
た
事
に
子
ど
も
達
は
親
で
は
な
く
、
年
上
の

お
兄
ち
ゃ
ん
達
に
連
れ
ら
れ
子
ど
も
達
だ
け
で
来
て

く
れ
た
の
で
す
。 

「
き
ょ
う
は
来
て
く
れ
て
有
り
難
う
、
お
母
さ
ん
と

来
た
の
？
」
と
聞
く
と
「
違
う
よ
、
赤
鬼
の
ポ
ス
タ 

               

ー
が
張
っ
て
あ
っ
た
か
ら
友
達
と
来
た
ん
だ
よ
」
と

言
わ
れ
「
泣
い
た
赤
鬼
の
話
は
知
っ
て
た
の
？
」「
知

っ
て
る
よ
！
広
介
さ
ん
の
お
話
は
皆
知
っ
て
る
よ
」

そ
こ
に
住
ん
で
る
子
ど
も
達
は
広
介
童
話
を
皆
知
っ

て
る
の
で
び
っ
く
り
ぽ
ん
で
し
た
。
昔
話
や
童
話
に

は
人
と
し
て
の
道
徳
心
が
沢
山
描
か
れ
て
い
る
の
で

子
ど
も
達
に
は
沢
山
読
ん
で
欲
し
い
で
す
ね
。
そ
れ

か
ら
、
江
戸
七
不
思
議
の
お
話
も
浄
瑠
璃
に
し
て
い

ま
す
。「
お
い
て
け
ぼ
り
・
片
葉
葦
、
最
近
で
は
送
り

拍
子
木
・
送
り
提
灯
・
灯
り
無
蕎
麦
屋
・
落
葉
無
き

椎
」
な
ど
で
す
。
熊
本
の
民
話
で
閻
魔
の
交
代
と
言

う
お
話
も
浄
瑠
璃
に
し
て
「
役
者
演
閻
魔
大
王
」
を

作
り
ま
し
た
。
そ
の
他
「
桃
太
郎
・
猿
蟹
合
戦
・
か

ぐ
や
姫
・
伊
達
譚
」、
変
わ
っ
た
も
の
で
、
広
島
の
被

爆
の
話
を
浄
瑠
璃
に
し
た「
広
島
咲
希
望
話
カ
ン
ナ
」

な
ど
二
十
曲
を
越
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ラ
イ
ヴ
活
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動
も
、
毎
月
京
都
の
自
宅
ラ
イ
ヴ
、
築
地
の
社
会
教

育
会
館
で
の
ラ
イ
ヴ
も
三
年
に
な
り
ま
し
た
。
継
続

は
力
な
り
と
言
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
沢

山
の
方
々
に
浄
瑠
璃
を
身
近
に
感
じ
て
楽
し
ん
で
頂

け
る
よ
う
会
を
重
ね
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
機
会
が
在
れ
ば
是
非
聴
き
に
来
て
下
さ
い
ね
。  

  お
知
ら
せ  

 

「
ぎ
だ
ゆ
う
座
」
で
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た
野
澤
松

也
作
曲
の
創
作
浄
瑠
璃
を
演
奏
致
し
ま
す
。 

八
月
一
日
（
月
） 

 

天
晴
桃
乃
鬼
退
治

あ
っ
ぱ
れ
も
も
の
お
に
た
い
じ 

桃
太
郎 

 

お
い
て
け
ぼ
り 

 
 
 

浄
瑠
璃 

竹
本
綾
一 

三
味
線 

鶴
澤
弥
々 

八
月
二
日
（
火
） 

 

役
者
演
閻
魔
大
王

や
く
し
ゃ
の
え
ん
ず
る
え
ん
ま
さ
ま 

 

お
い
て
け
ぼ
り 

 
 
 

浄
瑠
璃 

竹
本
越
孝 

三
味
線 

鶴
澤
弥
々 

ほ
か
両
日
と
も 

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

鶴
澤
賀
寿
、
竹
本
京
之
助 

 

日
高
川
入
相
花
王 

渡
し
場
の
段 

 
 
 

浄
瑠
璃 

竹
本
佳
之
助
、
竹
本
越
春 

 
 
 
 

三
味
線 

鶴
澤
駒
治
、
鶴
澤
津
賀
榮 

 
  

ひ
と
み
座
乙
女
文
楽  

ポ

ラ
ン
ド
公
演  

  

さ
る
五
月
十
九
日
、
二
十
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ビ

エ
ル
ス
コ
・
ビ
ア
ワ
で
開
催
さ
れ
た
、「
国
際
人
形
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
五
十
周
年（
隔
年
開
催
、第
二
七
回
）」

に
ひ
と
み
座
乙
女
文
楽
が
招
聘
さ
れ
、
竹
本
越
孝
・

竹
本
越
春
・
鶴
澤
寛
也
・
鶴
澤
弥
々
の
四
人
が
演
奏

部
門
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

 

演
目
は
「
義
経
千
本
桜
」
道
行
初
音
旅
。 

両
日
と

も
大
変
評
判
が
良
く
、
幕
が
閉
ま
っ
て
な
お
も
な
か

な
か
拍
手
が
鳴
り
止
ま
な
い
ほ
ど
で
、
う
れ
し
い
こ

と
に
本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
栄
誉
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。 

写
真
は
会
場
の
バ
ニ
ア
ル
カ
人
形
劇
場
、
演
奏

後
の
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
の
様
子
で
す
。 

シ
リ
ー
ズ
人
物
像  

第
二
回 

丸
三
ハ
シ
モ
ト
株
式
会
社  

  

 

毎
年
七
月
の
末

く
ら
い
に
生
糸
を

仕
入
れ
ま
し
て
、

だ
い
た
い
一
年
か

け
て
使
っ
て
い
く

よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
昔
よ
り
流
通

が
良
く
な
っ
て
い

て
、
販
売
店
の

方
々
も
必
要
な
時

に
そ
の
都
度
注
文

し
て
下
さ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
か
ら
、
そ
の
流
れ
を
見
極
め
て
良
い
状
態
の
製

品
を
出
荷
で
き
る
よ
う
に
計
画
し
て
製
造
、
管
理
し

て
い
ま
す
。
生
糸
が
新
し
い
と
、
そ
の
ぶ
ん
粘
り
が

出
て
良
い
音
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

右
の
写
真
は
目
方
合
わ
せ
と
い
っ
て
、
一
本
の
糸

に
す
る
た
め
に
撚
る
（
よ
る
）
原
糸
の
量
を
重
さ
で

測
っ
て
揃
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
原
糸
の
太
さ
は

一
定
で
な
い
た
め
、
本
数
で
揃
え
ず
に
重
さ
で
揃
え

て
、
そ
の
後
で
撚
り
を
か
け
て
い
き
ま
す
。 

 

糸
の
撚
り
の
入
れ
方
は
用
途
に
よ
っ
て
様
々
で
、

た
と
え
ば
義
太
夫
用
の
糸
と
長
唄
用
の
糸
の
撚
り
方

で
は
異
な
り
ま
す
。
撚
り
は
余
韻
な
ど
を
含
め
て
音

色
を
決
め
ま
す
し
、
そ
の
ほ
か
糊
の
付
け
方
や
濃
度
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な
ど
も
一
、
二
、

三
の
糸
で
変
え
て

い
ま
す
。
そ
う
し

た
作
り
方
の
方
法

は
昔
か
ら
伝
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
細
か

い
調
節
を
し
や
す

い
の
は
手
作
業
の

利
点
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。 

 
糊
の
付
け
方
や
、

拭
い
て
か
ら
節
を
取
っ
て
仕
上
げ
る
時
な
ど
も
、
奏

者
が
直
接
指
で
触
れ
る
と
こ
ろ
で
す
か
ら
気
を
遣
い

ま
す
。糊
も
自
家
製
で
、自
分
た
ち
で
餅
つ
き
し
て
、

か
き
も
ち
に
し
て
保
存
し
た
も
の
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
ほ
か
の
種
目
と
比
べ
て
義
太
夫
に
関
し
て
は
特

に
昔
な
が
ら
の
製
法
を
ほ
と
ん
ど
変
え
て
い
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
初
代
が
修
行
を
し
て
い
た
先
が
大
阪
で
主

に
浄
瑠
璃
糸
を
作
っ
て
い
た
所
だ
そ
う
で
す
の
で
、

我
々
の
製
造
技
術
の
根

本
は
そ
こ
に
あ
る
よ
う

で
す
。 
 

糸
は
結
露
に
弱
い
で

す
。
で
す
か
ら
保
存
す

る
時
に
は
そ
の
点
を
心

得
て
お
い
て
頂
け
る
と

品
質
保
持
に
役
立
つ
と

思
い
ま
す
。 

（
代
表
取
締
役
社
長 

橋
本
英
宗
氏 

談
） 

ほ
ん
に
気
が
メ
䦅
リ
ヤ
ス 

︵
十
七
杯
目
︶  鶴 

澤 

慎 

治  

  

日
本
音
楽
（
に
限
り
ま
せ
ん
が
）
の
器
楽
部
分
に

は
、
何
々
を
模
し
た
、
又
は
表
現
し
た
、
例
え
ば
合

の
手
と
か
、
鳴
物
と
い
う
の
が
数
多
く
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

こ
の
手
の
話
で
真
っ
先
に
出
る
雪
メ
リ（
雪
の
合
方
）

の
原
曲
は
、
本
来
雪
の
音
を
模
し
て
作
ら
れ
た
訳
で
は

な
い
の
に
、
雪
の
場
面
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

「
雪
の
音
」
と
し
て
定
着
し
た
も
の
で
す
が
、
そ
れ
以

外
に
も
、
例
え
ば
箏
曲
な
ど
で
よ
く
題
材
に
な
る
砧
と

か
、
義
太
夫
で
す
と
『
小
鍛
治
』
の
槌
打
つ
音
と
か
、

具
体
的
に
音
が
発
生
す
る
も
の
を
曲
に
し
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。 

 
何
や
ら
久
し
ぶ
り
に
ま
と
も
な
内
容
に
な
り
そ
う
な

出
だ
し
で
す
が
、
実
は
「
ほ
ん
に
気
が
滅
入
り
や
す
」

な
こ
と
を
書
き
た
か
っ
た
の
で
す
。そ
れ
す
な
わ
ち「
電

車
の
中
で
の
パ
ソ
コ
ン
の
キ
ー
ボ
ー
ド
や
、
ケ
ー
タ
イ

の
操
作
音
」。 

電
車
の
中
で
ま
で
仕
事
し
よ
う
な
ど
と
い
う
人
は
、

大
概
切
羽
詰
ま
っ
て
い
る
人
で
す
か
ら
、
も
の
す
ご
い

勢
い
で
「
タ
ラ
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ
タ
、
パ
チ
ッ
！
」
を
繰

り
返
し
た
後
「
ふ
ぅ
〜
〜
」
と
吐
息
、
ど
う
か
す
る
と

キ
ー
ボ
ー
ド
を
目
的
外
の
た
た
き
方
で
「
バ
ン
！
」
な

ど
と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
て
、
周
り
の
人
は
い
い
迷
惑

で
す
。 

逆
に
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
に
な
っ
て
い
な
い
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
、
規
則
正
し
く
の
ん
び
り
と
「
ピ
ッ
ピ
ッ
ピ
ッ
、
ピ

ッ
」
を
繰
り
返
す
人
と
向
か
い
合
わ
せ
に
な
っ
た
と
き

も
閉
口
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
ま
た
時
々
止
ま
る
ん
で
す

ね
、
で
、
ま
た
繰
り
返
す
…
本
を
読
ん
で
も
集
中
で
き

な
い
、
寝
よ
う
と
す
る
と
音
を
追
っ
て
し
ま
う
で
往
生

し
ま
し
た
。 

『
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
』
と
い
う
洋
楽
の
曲
が
あ
り

ま
す
。
例
の
「
タ
タ
タ
タ
、
チ
ン
、
タ
タ
タ
タ
ン
タ

タ
」と
い
う
や
つ
で
す
。あ
れ
な
ら
楽
し
い
で
す
ね
。 

「
砧
」「
さ
ら
し
」
な
ど
に
も
共
通
す
る
の
は
「
生

活
や
作
業
な
ど
の
人
の
営
み
が
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
生

き
生
き
と
音
楽
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
、

心
地
よ
け
れ
ば
い
い
ん
で
す
が
、
不
快
な
の
は
困
り

ま
す
。 

一
昔
前
に
は
、
公
衆
電
話
か
ら
ポ
ケ
ベ
ル
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
信
す
る
時
と
か
、
ガ
ラ
ケ
ー
で
メ
ー
ル
を
打

つ
時
に
テ
ン
キ
ー
を
た
た
く
女
の
子
と
そ
の
姿
、
そ
し

て
音
も
、ま
あ
、前
述
の
よ
う
に
害
が
及
ば
な
け
れ
ば
、

面
白
い
も
の
で
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
ス
マ
ホ
と
い
う
や
つ
は
（
音
を
聴
く
こ

と
自
体
が
目
的
の
場
合
を
除
き
）
ゲ
ー
ム
な
ど
で
よ
ほ

ど
激
し
く
タ
ッ
プ
で
も
し
な
い
限
り
、
ほ
と
ん
ど
操
作

す
る
音
は
発
生
し
ま
せ
ん
。 

万
事
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
発
達
で
バ
ー
チ
ャ
ル
に
な

る
中
、
音
楽
や
演
奏
家
、
聴
く
感
性
に
も
、
少
な
か
ら

ぬ
影
響
が
あ
る
の
で
は
、
と
思
っ
て
し
ま
う
今
日
こ
の

頃
で
す
。 

も
っ
と
も
、
駅
や
電
車
で
、
同
じ
よ
う
な
格
好
で
同

じ
よ
う
に
ス
マ
ホ
の
画
面
に
見
入
っ
て
い
る
人
た
ち
を

見
る
と
、そ
れ
は
そ
れ
で
リ
ズ
ム
を
感
じ
ま
す
が（
笑
） 

『
ス
マ
ホ
の
合
方
』
と
か
作
る
な
ら
、
む
し
ろ
こ
の

風
情
を
音
に
し
て
、
最
後
は
前
を
見
て
な
い
人
同
士
が 
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ぶ
つ
か
る
音
で
終
わ
る
、
な
ど
と
い
う
の
は
い
か
が
で

し
ょ
う
？ 

■ 

 

■
訃
報
■ 

波
多
一
索
氏 

逝
去 

 
 

 

前
義
太
夫
協
会
代
表
理
事
（
会
長
）
波
多
一
索
氏

が
、
六
月
三
日
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
た
め
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
享
年
八
二
。 

 

義
太
夫
協
会
に
お
い
て
会
長
を
四
期
半
の
あ
い
だ

歴
任
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
ビ
ク
タ
ー
時
代

に
は
「
竹
本
越
路
大
夫
全
集
」
な
ど
日
本
音
楽
史
に

残
る
レ
コ
ー
ド
作
品
を
数
多
く
制
作
す
る
な
ど
の
功

績
も
多
く
、
財
団
法
人
ビ
ク
タ
ー
伝
統
文
化
振
興
財

団（
現
・
公
益
財
団
法
人
日
本
伝
統
文
化
振
興
財
団
）

で
は
初
代
理
事
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。	 

 

ま
た
長
年
に
わ
た
る
文
化
財
保
護
へ
の
貢
献
に
対

し
、
平
成
二
六
年
度
文
化
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

竹
本
弥
乃
太
夫 

長
年
に
渡
り
協
会
の
た
め
に
尽
く

し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
個
人
的
に
も
何
か
と
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。	 

竹
本
駒
之
助	 

体
調
に
自
信
が
な
い
と
お
っ
し
ゃ
り

な
が
ら
も
、
皆
の
こ
と
を
思
っ
て
大
役
を
お
引
き
受

け
下
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
回
復
さ
れ
、
お
み
え
に
な

る
の
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
誠
に
残

念
な
こ
と
で
す
。	 

竹
本
綾
之
助 

定
例
公
演
等
の
折
り
に
は
必
ず
楽
屋

に
お
み
え
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
の
大
き
な
お

体
で
お
や
さ
し
い
眼
差
し
は
も
う
拝
見
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
残
念
で
す
。
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
な
先
生

で
し
た
。   

＊
＊
＊ 
 

こ
こ
に
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
、
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

 
 

（
平
成
二
六
年
十
二
月
公
演
に
て
） 

 
 

■
協
会
・
正
会
員
の
主
な
動
き
■ 

平
成
二
八
年
一
月
〜
六
月 

公
演

	 

「
女
流
義
太
夫
演
奏
会
」
主
催
・
義
太
夫
協
会 

一
月
二
十
日
（
水
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

二
月
二
四
日
（
水
）
国
立
演
芸
場
（
義
太
夫
節 

保
存
会
主
催
・
第
三
五
回
伝
承
者
研
修
発
表
会
） 

三
月
二
十
日
（
日
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

四
月
二
九
日
（
金
・
祝
）
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル 

五
月
二
十
日
（
金
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

六
月
二
四
日
（
金
）
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル 

（
義
太
夫
節
保
存
会
主
催
・
若
手
勉
強
会
） 

こ
の
演
奏
会
に
て
竹
本
孝
矢
、
竹
本
寿
々
女
初
舞
台 

＊
＊
＊ 

「
ぎ
だ
ゆ
う
座
初
春
公
演
」 

一
月
九
日 

お
江
戸

両
国
亭 

「
ぎ
だ
ゆ
う
座
」 

二
月
一
、
二
日
、
四
月
一
・
二

日
、
六
月
一
・
二
日 

お
江
戸
上
野
広
小
路
亭 

「
じ
ょ
ぎ
」 

三
月
一
、
二
日
、
五
月
一
・
二
日 

お

江
戸
上
野
広
小
路
亭 

「
第
二
回
弓
弦
葉
の
会
」 

一
月
十
日 

紀
尾
井
小

ホ
ー
ル 

「
女
流
義
太
夫
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ vol.5

」 

一

月
十
五
・
十
六
日 

ザ
・
グ
リ
ー 

 

「
第
十
三
回
素
浄
瑠
璃
の
会
」 

二
月
三
日 

お
江

戸
日
本
橋
亭 

「
第
四
六
回
邦
楽
演
奏
会
」 

三
月
五
日 

国
立
劇

場
小
劇
場 

 
 

「
第
五
回
花
の
よ
う
に
香
れ 

女
流
義
太
夫
」 

三
月

「福よせ雛プロジェクト」展示より。 

春先、名古屋、文化のみち二葉館にて。 

（写真・福田知弘） 
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二
一
日 

蕨
市
立
文
化
ホ
ー
ル
く
る
る 

 
「
第
十
四
回
は
な
や
ぐ
ら
の
会
」 

四
月
十
日 

紀

尾
井
小
ホ
ー
ル 

「
津
賀
寿
の
会
」 

五
月
二
七
日 

三
越
劇
場 

「
橋
本
源
氏
再
び 

源
氏
物
語 

玉
鬘 

旅
路
の
段
よ

り
長
谷
寺
の
段
」 

五
月
三
一
日 

お
江
戸
日
本
橋

亭  
 

「
ひ
と
み
座
乙
女
文
楽
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
演
」 

五
月

十
九
・
二
十
日 

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ビ
エ
レ
ス
コ‒

ビ
ワ

ヤ 

バ
ニ
ア
ル
カ
人
形
劇
場 

 

普
及

	 

◆
義
太
夫
・
三
味
線
一
日
体
験
教
室 

会
場
は
い
ず

れ
も
豊
川
稲
荷
文
化
会
館 

二
月
十
三
日 

 

講
師 

竹
本
佳
之
助
・
鶴
澤
弥
吉 

 

四
月
二
三
日 

講
師 

竹
本
越
若
・
鶴
澤
三
寿
々 

◆
第
六
八
期
義
太
夫
教
室 

実
践
コ
ー
ス
（
後
期
）

一
月
三
日
〜
三
月
十
七
日 

豊
川
稲
荷
文
化
会
館 

 

第
六
八
期
義
太
夫
教
室
卒
業
発
表
会
・
Ｏ
Ｂ
演
奏

会 

三
月
十
二
日 

深
川
江
戸
資
料
館
小
劇
場 

◆
第
六
九
期
義
太
夫
教
室 

入
門
コ
ー
ス 

五
月
二

六
日
〜
七
月
二
一
日 

豊
川
稲
荷
文
化
会
館 

◆
「
芸
術
文
化
に
よ
る
子
供
の
た
め
の
育
成
事
業
」

学
校
巡
回
公
演
「
三
味
線
物
語
」 

主
催
・
文
化
庁 

 
 

一
月
二
五
日
〜
二
七
日 

兵
庫
・
小
中
学
校
各
一

校
、
香
川
・
中
学
校
一
校 

◆
講
師
派
遣 

川
崎
市
小
学
校
国
際
教
育
研
究
会 

研
修
会 

五
月
十
一
日 

川
崎
市
立
久
地
小
学
校 

人
材
育
成

	 

新
人
養
成
特
別
研
修
制
度 

 

五
月
二
六
日 

第
一
回
面
接 

一
名
採
用 

運
営

	 

平
成
二
八
年
度
第
一
回
理
事
会 

五
月
二
三
日 

平
成
二
八
年
度
通
常
総
会
・
役
員
選
挙 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
月
二
九
日 

平
成
二
八
年
度
第
二
回
理
事
会 

五
月
二
九
日 

 

■
今
後
の
協
会
・
正
会
員
の
予
定
■ 

平
成
二
八
年
七
月
以
降 

公
演

	 

「
女
流
義
太
夫
演
奏
会
」
主
催
・
義
太
夫
協
会 

七
月
二
十
日
（
水
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

八
月
二
十
日
（
土
）
お
江
戸
日
本
橋
亭  

＊
昼
公
演 

九
月
二
十
日
（
火
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

 
十
月
二
六
日
（
水
）
国
立
演
芸
場 

十
一
月
二
十
日
（
日
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

 

＊
昼
公
演 
（
義
太
夫
節
保
存
会
主
催
第
三
六
回 

 
 

伝
承
者
研
修
発
表
会
） 

十
二
月
十
七
日
（
土
）
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル 

＊
昼
公
演 

＊
＊
＊ 

「
ぎ
だ
ゆ
う
座
」 

八
月
・
十
月
・
十
二
月
の
一
、

二
日 

お
江
戸
上
野
広
小
路
亭 
十
九
時 

「
じ
ょ
ぎ
」 

七
月
・
九
月
・
十
一
月
の
一
、
二
日 

お
江
戸
上
野
広
小
路
亭 

十
八
時
三
十
分 

「
第
六
回
花
の
よ
う
に
香
れ 

女
流
義
太
夫
」 
七
月

九
日
（
土
）
十
八
時
三
十
分 

蕨
市
立
文
化
ホ
ー
ル
く
る
る 

「
女
流
義
太
夫
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ-vol.6

」 

七
月

二
八
・
二
九
日 

十
九
時 

ザ
・
グ
リ
ー 

「
土
佐
恵
の
会
」 

十
一
月
六
日
（
日
）
十
四
時
三

十
分 

内
幸
町
ホ
ー
ル 

普
及

	 

◆
義
太
夫
・
三
味
線
一
日
体
験
教
室 

八
月
二
七
日

（
土
） 

豊
川
稲
荷
文
化
会
館 

 

講
師 

竹
本
土
佐
子
・
鶴
澤
三
寿
々 

◆
第
六
九
期
義
太
夫
教
室 

入
門
コ
ー
ス 

五
月
二

六
日
〜
七
月
二
一
日 

毎
週 

木
・
土
曜
日 

 

講
師 

講
義
・
竹
本
弥
乃
太
夫
他 

語
り
・
竹
本

土
佐
子
、
竹
本
越
若 

三
味
線
・
鶴
澤
三
寿
々 

 

＊
現
在
開
講
中 

◆
第
六
九
期
義
太
夫
教
室 

実
践
コ
ー
ス
（
前
期
）

九
月
八
日
〜
十
二
月
二
二
日 

豊
川
稲
荷
文
化
会
館 

人
材
育
成

	 

新
人
養
成
特
別
研
修 

平
成
二
八
年
七
月
よ
り
研
修

開
始
（
一
名
） 

研
修
生
は
随
時
募
集
中 

運
営

	 

平
成
二
八
年
度
第
三
回
理
事
会 

九
月
中
旬
予
定 

平
成
二
八
年
度
第
四
回
理
事
会 

十
二
月
中
旬
予
定 

 

掲
載
広
告
大
募
集
！ 

義
太
夫
協
会
で
は

会
報
に

掲
載
す
る
広
告
を
掲
載
し
て
下
さ
る
方
を
募
集
し
て

お
り
ま
す

一
回
限
り
の
掲
載
も
大
歓
迎
で
す

お

値
段
等

お
気
軽
に
義
太
夫
協
会
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
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■
寄
付
・
寄
贈
■ 

 
本
年
一
月
〜
五
月
ま
で
に
左
記
の
ご
寄
付
ご
寄
贈

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

竹
内 

久
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
十
万
円 

田
村
進
一
様 

 
 
 
 

レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
、 

首
都
圏
図
書
館
義
太
夫
Ｌ
Ｐ
、
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、 

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
所
蔵
リ
ス
ト
一
式 

河
野
国
声
氏
ご
子
息
河
野
哲
丸
様 

 

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
、 

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
一
式 

向
井 

亨
様 

 
 
 

三
味
線
一
式
、
見
台
一
台
、 

床
本
・
稽
古
本
、
肩
衣
、
袴 

 

祖
先
祭
の
ご
案
内 

 

今
年
も
左
記
の
要
領
で
祖
先
祭
を
開
催
致
し
ま

す
。
会
報
前
号
で
お
伝
え
致
し
ま
し
た
「
犬
猫
供
養

塔
」、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

茶
話
会
の
時
間
も
ご
ざ
い
ま
す
。
法
要
・
墓
参
で

先
人
の
功
績
に
思
い
を
馳
せ
た
後
は
、
会
員
同
士
で

の
交
流
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 

日
時  

平
成
二
八
年
十
月
八
日
（
土
）
十
三
時
よ
り 

場
所  

両
国
・
回
向
院 

お
話  

水
野
悠
子  

 
 

「
竹
本
素
女
没
後
五
十
年 

̶
女
流
義
太
夫
と
祖
先
祭
」 

 
 

参
加
費 

千
円 
 

〈
編
集
後
記
〉 

・
波
多
前
会
長
ご
逝
去
と
い
う
悲
し
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
原
新
会
長
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
層

芸
に
精
進
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
一
番
の
ご
供
養
か

と
思
い
ま
す
。
（
Ｋ
） 

・
高
望
み
は
し
ま
せ
ん
。
ご
く
普
通
に
「
ス
イ
ー
ト

に
泊
ま
る
お
金
が
あ
っ
た
ら
他
へ
回
そ
う
」
と
考
え

ら
れ
る
人
に
投
票
し
た
い
だ
け
な
ん
で
す
。（
Ｋ
２
） 

・
広
告
掲
載
、
版
下
自
作
等
々
、
少
し
で
も
血
税
な

ら
ぬ
会
費
を
有
効
に
、
そ
し
て
豊
富
な
話
題
を
、
な

ど
会
報
発
行
体
制
に
改
革
を
起
こ
し
た
？
現
メ
ン
バ

ー
。
皆
々
様
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。（
Ｓ
） 

 

会
報
編
集
委
員
／
鶴
澤
寛
也
（
編
集
長
） 

・
鶴
澤
賀
寿
・
鶴
澤
三
寿
々 

編
集
協
力
／
（
一
社
）
義
太
夫
協
会 

事
務
局 
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